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バ
ビ

ロ
ニ
ア
入
の
ロ
ゴ
ス
観

　
（
ヘ
ラ
ク
レ
イ
塾
ス
の
官
ゴ
ス
観
の
原
型
）

中
原
與
茂
九
郎

　
　
　
　
　
　
【

　
ギ
y
シ
ャ
哲
學
吏
上
最
初
に
翼
ゴ
ス
ソ
ミ
。
の
な
る
語
に
特
殊
な
不
昧
を
も
外
せ
て
使
用
し
だ
も

の
は
小
亜
細
亜
ミ
レ
塾
ス
出
身
の
所
謂
イ
オ
ニ
ア
學
派
の
麗
タ
レ
ス
の
流
を
く
む
ヘ
ク
ク
レ
．
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

レ
ス
鷺
Φ
蜜
。
憲
8
ω
（
9
繁
○
一
嘉
頓
。
φ
○
）
で
あ
る
Q
質
ゴ
ス
の
本
幕
の
語
義
は
言
葉
．
聲
、
話
、
語
で
あ
る
Q

ヘ
ラ
ク
ヒ
4
ー
ト
ス
の
使
用
し
た
ロ
ゴ
ス
の
意
昧
に
就
い
て
は
種
々
の
国
手
が
古
挙
行
は
れ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

る
が
、
彼
が
萬
物
の
根
源
と
考
へ
た
火
⇒
薯
と
買
ゴ
ス
と
を
同
一
親
し
た
と
解
馳
せ
ら
れ
る
瓢
よ

ケ
考
察
す
れ
ば
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
は
質
ゴ
ス
な
る
語
を
根
源
、
原
理
是
§
の
聖
母
に
用
ひ
だ
と
考

へ
ら
れ
る
。
イ
オ
ニ
ア
學
涙
の
ア
ナ
タ
ず
ゴ
ラ
ス
》
爵
粥
9
磯
。
舜
ω
（
○
蟄
．
頓
○
O
i
鳶
G
Q
じ
ご
’
Ω
）
が
ヌ
窪
・
ス
忌
亀

な
る
語
に
物
質
の
原
素
に
作
用
す
る
原
理
嚢
曾
§
雲
斗
の
意
義
を
も
π
し
め
．
プ
ラ
ト
ン
・
が
胸
助
翁
な

る
語
を
も
つ
て
特
殊
な
用
語
と
な
し
た
如
く
、
窺
念
表
現
の
用
語
と
し
て
は
冠
。
曾
Σ
智
慧
」
，
旨
激
。
負
心
」
、



藁23

嚢
恵
墾
・
罫
・
「
知
講
患
k
節
原
讐
嚇
・
。
量
型
奪
の
諸
語
が
慨
に
存
在
し
て
ゐ
蒼
竜
か
濠
疹

す
、
ヘ
ラ
ク
レ
・
イ
ト
ス
が
晶
議
葉
、
職
贈
を
｛
表
は
す
質
ゴ
ス
な
る
羅
階
を
も
つ
て
ギ
ジ
シ
ャ
哲
學
史
上
重
要

な
槻
念
を
表
現
せ
し
こ
と
・
に
は
何
等
か
そ
こ
に
理
歯
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
は
以

下
ヘ
ラ
ク
レ
イ
・
ト
ス
の
ロ
ゴ
ス
観
の
原
型
と
考
へ
ら
れ
る
バ
ゼ
”
エ
ァ
に
於
け
る
・
ロ
ゴ
ス
観
を

研
討
し
て
且
つ
そ
れ
と
イ
オ
ニ
ア
學
派
の
官
ゴ
ス
観
と
の
關
係
を
考
察
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で

あ
る
Q

　
届
物
の
根
源
が
ー
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
場
合
は
火
で
あ
る
ー
ー
官
ゴ
ス
で
あ
る
と
の
ギ
ジ

シ
や
思
想
と
ア
ナ
饗
ヂ
ー
を
な
す
思
想
が
バ
ビ
η
ニ
ア
に
凍
て
も
見
出
さ
れ
る
Q
　
バ
ビ
”
ニ
ァ

思
想
に
於
て
は
水
薄
霧
が
ー
ー
ー
こ
れ
は
紳
話
化
さ
れ
て
壱
ω
鎧
と
な
る
。
碧
。
・
鐸
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
勲
ぴ
N
許

ぎ
鳩
．
．
費
く
献
言
ひ
蔓
㌦
・
舞
、
、
鼠
巴
。
夢
、
＝
．
ぎ
δ
≦
訂
身
①
．
．
即
ち
「
智
慧
の
棲
家
」
で
バ
ゼ
ロ
ニ
ァ
の
淋
話
で
は
智
慧

の
帥
エ
ア
図
勲
の
綾
家
と
な
っ
て
み
る
。
1
萬
r
物
の
根
源
で
あ
る
Q
こ
れ
は
イ
オ
ニ
ア
學
涙
の
槻

タ
レ
ス
の
思
想
と
周
致
す
Q
而
し
て
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
於
て
は
水
は
習
、
聲
、
叫
、
言
葉
、
語
の
意
昧
を
表

は
す
二
歳
露
ヨ
餌
と
同
｛
親
さ
れ
、
こ
の
三
山
ヨ
ヨ
瓢
が
直
物
の
創
造
の
原
理
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
Q
し
か

し
、
こ
》
に
前
も
っ
て
噺
っ
て
置
く
こ
と
は
バ
ビ
官
エ
ァ
入
は
シ
ュ
メ
ー
・
ル
人
ω
。
鑓
窪
壁
湊
、
ア
ッ
ス
［

ツ
ツ
入
｝
。
・
。
・
饗
償
昌
の
等
、
同
文
化
系
統
人
民
乏
共
に
實
際
的
現
實
的
人
民
で
あ
っ
て
哲
學
的
思
索
蘭

　
　
　
バ
ぜ
η
ニ
ア
人
の
切
ゴ
ス
概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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誓
學
研
究
　
筑
百
九
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
國

能
力
は
い
た
っ
て
薄
溺
で
あ
っ
た
の
と
、
且
つ
彼
等
の
メ
タ
フ
圃
・
ジ
ク
も
宗
激
蘭
方
面
榔
ち
紳
學

に
の
み
制
限
せ
ら
れ
，
し
か
も
そ
の
紳
學
は
唯
物
的
傾
向
を
多
分
に
も
っ
て
み
だ
爲
、
彼
等
の
哲
學

思
想
を
純
輝
に
把
握
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
唯
物
蘭
宗
敷
思
想
の
う
ち
に
素

朴
葡
で
は
あ
る
が
噴
ゴ
ス
槻
念
を
汲
取
る
・
、
と
が
出
参
る
の
膿
幸
ひ
乏
や
遮
ね
ば
璽
あ
滋
。
、
け

註
（
一
）
。
。
＝
。
『
・
望
Φ
聾
、
＝
。
蔑
、
一
。
山
㊦
雪
。
門
一
。
。
ゴ
。
．
こ
．
掛
β
H
．
6
。
淫
．
・
．
ω
炭
が
。
．
・
っ
i
㎏
の
鯉
藷
畑

　
　
（
二
）
　
譜
）
風
鳥
．
ω
G
Q
．
O
Q
令
H
－
b
⊃
の
脚
誰
、
樹
曜
ほ
へ
｝
フ
〃
レ
イ
ト
ス
の
一
ロ
ゴ
ス
観
に
’
つ
い
で
、
に
波
多
野
精
一
搏
十
柵
著
「
哲
洋
ウ
示
一
別
田
口
三
軍
（
希
朧
の
〃
巻
第
一
）
」

　
　
　
　
改
訂
版
の
ヘ
ラ
〃
レ
イ
｝
ス
の
項
准
畑
眺
ら
る
べ
し
〇

　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ス
モ
ゴ
エ
ビ

　
ヌ
ビ
買
ニ
ァ
人
の
問
に
は
古
く
よ
り
天
地
開
開
平
が
語
ら
れ
て
み
た
P
今
口
　
幾
存
も
て
る
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
コ
ス
モ
ゴ
ニ
ー
に
は
二
種
類
あ
る
。
そ
の
「
種
は
所
謂
。
薯
ヨ
9
直
路
創
造
物
語

と
欝
せ
ら
る
～
、
内
容
も
詳
細
に
し
て
ほ
“
完
全
な
形
態
を
も
つ
て
七
個
の
襖
猷
泥
章
O
§
亀
○
智
髭

9
9
コ
量
蜜
に
書
き
し
る
さ
れ
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
’
こ
れ
は
・
二
、
矛
べ
蜜
。
尋
に
在
つ
孝
ア
ソ
ス

ソ
ア
國
王
ア
ッ
シ
ュ
ー
ル
バ
ニ
パ
ル
》
ω
ω
珪
ぴ
§
骨
≧
（
ひ
ひ
。
。
1
ひ
袈
ヒ
6
●
○
）
の
文
書
館
よ
り
登
見
」
さ
れ
π
も

の
で
、
今
口
大
英
博
物
館
に
牧
藏
さ
れ
て
る
る
。
他
の
一
種
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
と
バ
ゼ
η
二
・
ア
語

と
の
二
語
で
併
記
さ
れ
て
み
る
コ
ス
モ
ゴ
ニ
ー
で
あ
っ
て
、
今
日
鞭
っ
て
る
る
プ
キ
ス
ト
は
新
バ
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球
η
二
7
時
代
（
ひ
δ
，
…
巳
ρ
ゆ
●
Ω
）
の
コ
，
ピ
レ
で
あ
．
る
。
し
か
し
こ
れ
の
超
源
は
非
常
に
古
き
も
の

で
あ
っ
て
、
㊦
募
三
瓶
。
冨
財
創
、
造
物
語
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
．
る
と
バ
ゼ
ロ
ニ
、
ア
人
膚
身
が
告
励

　
　
　
（
こ

て
ゐ
．
る
Q
㌣
こ
れ
も
大
英
博
．
物
館
に
牧
藏
さ
．
れ
て
る
る
。
　
：
　
　
，
　
　
　
．
　
　
ン
　
　
　
、
．
、
「

　
蝕
環
葱
僧
④
房
ゲ
創
造
物
語
「
の
第
帆
野
里
泥
・
章
に
は
次
の
如
く
書
か
れ
て
み
る
μ

ゴ
民
。
6
午
営
勲
？
脹
霞
該
㌣
び
午
葺
鋒
∴
舞
直
等
　
　
．
‘
　
上
に
，
は
天
が
各
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
晴
に
、
。

ポ一

e
扇
動
マ
譲
．
程
ρ
∴
斌
9
－
9
仁
山
量
ご
9
富
N
舞
毒
暮
　
　
乏
　
囁
下
に
は
地
が
名
で
呼
ば
れ
な
か
っ
た
（
時
に
）
渋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
プ
ス

‘
い
　
勲
℃
。
・
差
口
彰
憎
旅
み
阜
撫
養
毒
簾
－
駆
二
代
三
・
、
∴
　
　
　
　
　
．
深
淵
、
そ
れ
等
の
第
一
の
種
子
、

　
尋
ぢ
二
と
夢
旨
二
部
ρ
ヨ
霧
．
旨
午
梁
亭
恥
窄
繋
吟
諜
ヨ
遇
μ
－
警
－
毒
　
露
づ
携
ヨ
ニ
な
危
8
壁
濤
喜
喜
物
の
創
造
者
》
」

　
娠
・
旨
譲
を
崔
旅
点
良
駆
÷
讐
孝
秘
宝
ヨ
9
　
　
㌧
　
　
　
彼
等
の
水
が
叫
つ
に
合
し
た
。

　
び
，
σ
q
駅
℃
㌣
蜜
㌶
窪
∴
噸
訪
餌
ら
碧
．
職
事
西
．
欝
準
、
　
∴
　
．
　
葦
原
が
形
づ
く
ら
れ
す
、
骨
芽
が
萌
出
で
な
か

　
　
　
“
　
、
　
　
，
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
だ
（
時
に
）
、
　
，
、
．
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

刈
　
O
∴
嗣
に
∴
冨
9
臨
9
昌
圃
一
P
警
一
－
℃
乱
声
一
露
働
∴
ρ
9
∴
出
餌

。。

ｿ
§
智
三
鷹
ざ
自
際
∴
爵
9
み
二
㌶
〔
準
ヨ
己

直
ξ
冨
∴
θ
〒
至
壼
野
墓
〔
…
…
：
●
〕

図
。
ざ
ピ
＆
き
二
野
”
一
、
沁
拶
為
事
二
み
醒
午
銑
〔
．
：
…
…
〕

　
　
　
溶
ビ
ロ
ニ
ア
人
．
の
ロ
ゴ
「
ス
繍
観

三
々
が
輝
き
出
で
ぬ
時
一

名
が
総
へ
ち
，
れ
す
、
蓮
命
が
定
ま
ら
澱
（
時
に
）

紳
舟
が
創
造
さ
れ
た
。
．
・

グ
グ
み
紳
と
ラ
カ
ム
紳
と
が
輝
き
生
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓦
解
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同
圃囲

Q
N　一一｛　H
くハ4（N

　
欝
攣
研
究
第
百
九
十
三
難

午
島
帯
び
午
二
〔
…
：
…
．
〕

｝
亨
豚
鎚
聾
、
醤
振
舞
繭
マ
募
ム
午
？
…
●
：
…
〕

謹
貞
剛
浄
自
ニ
ヨ
凶
事
9
〔
：
：
●
：
：
〕

讐
、
浮
点
昌
宰
〔
〕

諺
？
駆
舞
誓
け
〔
…
…
…
〕

八
六

時
が
経
だ
。
，

ア
ン
シ
ャ
ル
融
嚇
と
キ
シ
ャ
ル
軸
脾
と
が
創
ら
れ
’
た
。

日
が
長
く
過
ぎ
だ
。

ア
ヌ
舳
響
：
・
：
・

ア
ン
シ
ヤ
ル
紳
、
：
：
：
紳
、
・
…
：

　
此
創
造
物
語
を
エ
ヌ
マ
・
エ
ソ
シ
ュ
物
語
と
曝
す
る
の
は
第
一
行
の
最
初
の
二
語
、
（
エ
ヌ
マ
ー
時

に
、
エ
リ
シ
ュ
ー
上
に
）
、
を
と
っ
て
か
く
よ
ぷ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
所
謂
バ
ビ
官
田
ァ
の
Q
窪
○
路
に
よ
れ
ば
、
天
地
の
名
も
無
か
っ
た
太
初
に
淀
レ
存
在
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ブ
ス

も
の
は
天
地
の
種
子
（
根
原
）
な
る
深
淵
と
萬
物
の
創
造
者
に
し
て
ヨ
ニ
重
き
な
る
8
§
奉
只
海
）
で
あ
っ

た
。
こ
の
怯
者
が
合
し
て
棘
々
及
び
其
他
の
贋
物
が
創
生
す
る
の
で
あ
る
。
卜
℃
鶏
も
繋
勲
ヨ
㌶
も
共

に
水
の
表
象
化
さ
れ
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
五
行
目
に
「
彼
等
の
水
が
合
し
て
」
と
あ
る
に
よ
っ
て

明
か
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
水
を
9
霧
麟
と
薮
ヨ
暮
と
に
発
墨
し
元
で
あ
ら
う
か
Q
ぞ
鈴
は
前
述
し
π

如
く
、
バ
ピ
・
ロ
エ
ァ
の
騨
話
に
於
て
は
智
慧
の
棘
エ
ァ
の
棲
家
と
さ
れ
て
み
る
。
　
エ
ァ
の
別
名
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

累
血
書
竿
震
薦
「
清
き
河
の
主
」
と
嘱
せ
ら
れ
て
る
る
Q
さ
れ
ば
菩
弓
師
ち
巷
ω
二
は
「
清
き
河
」
從
っ
て
淡

水
の
表
象
で
あ
ら
う
。
又
薮
ヨ
暮
は
古
代
バ
ビ
ロ
ユ
ァ
語
師
ち
》
算
9
象
雪
の
け
営
邑
P
バ
ゼ
ロ
ニ
ァ
，
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ア
ッ
ス
ソ
ァ
語
の
琶
ゴ
号
欝
葺
⊆
で
「
海
」
の
意
で
あ
っ
て
海
水
の
表
象
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
爵
9
ヨ
舞
は

狂
暴
物
語
の
他
の
場
所
で
官
爵
日
鉱
に
菩
蓬
蓬
葵
霧
一
《
既
磐
缶
「
羅
な
る
海
水
、
萬
物
の
創
造
者
」
と
呼
ば
れ

て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
る
Q
（
第
三
泥
章
の
二
十
三
行
。
）
か
く
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
は
水

ヨ
鎧
を
淡
水
と
海
水
と
に
塵
卑
し
だ
に
は
次
の
如
き
理
由
が
あ
る
Q

　
へ
買
ド
ト
ス
は
エ
ヂ
プ
ト
の
丈
明
は
ナ
イ
ル
河
の
賜
で
あ
る
と
い
っ
て
を
る
が
、
バ
ビ
ロ
ユ
匿

に
於
て
も
そ
の
文
明
は
チ
グ
リ
ス
・
ユ
聾
フ
ラ
タ
ス
爾
国
労
に
後
藩
と
ペ
ル
シ
ャ
灘
と
に
依
櫨
す

，
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
實
に
ユ
竃
フ
ラ
ヲ
ス
河
と
ペ
ル
シ
ャ
灘
と
は
バ
ビ
誓
ユ
ァ
文
明
構
成
の
二

大
自
然
要
素
で
あ
っ
穴
。
　
バ
ビ
”
ニ
ァ
入
が
地
中
海
方
面
と
交
渉
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
ア
ツ
カ
ー
ド
語
の
蟄
這
出
§
鎮
ご
鎗
ジ
ァ
ジ
ス
ジ
ァ
語
の
審
ヨ
貯
⑦
晟
即
「
上
海
」
を
も
っ
て
地
中
海
を

示
し
、
什
壁
ヨ
蜜
露
㌶
霞
号
鑓
蓉
斜
脚
9
鋤
℃
譲
郎
「
下
海
」
を
も
っ
て
ぺ
〃
シ
や
灘
を
裕
ん
だ
。
　
し
か
し
普
遮
バ

ビ
繋
ご
一
ア
人
は
海
け
置
ヨ
量
翼
巴
銭
戸
山
ヨ
け
餌
で
も
つ
て
ペ
ル
シ
ヤ
灘
を
指
し
た
。
彼
等
は
ユ
ー
7
ラ

タ
ス
河
を
煩
忙
魁
2
（
シ
ユ
メ
じ
〃
語
で
は
h
℃
舞
9
【
難
p
）
「
大
河
」
と
爲
し
た
Q
毎
年
定
期
に
増
水
し
、
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
の
沖
積
李
野
を
肥
沃
し
、
天
産
豊
か
な
樂
土
だ
ら
し
む
る
構
成
力
を
有
つ
と
同
時
に
、
治

水
工
事
を
長
閑
に
ふ
せ
ん
か
忽
ち
人
畜
農
産
物
に
大
惨
害
を
與
ふ
る
破
壊
力
を
も
併
せ
有
す
る

ユ
竃
フ
ラ
タ
ス
河
を
男
性
と
み
な
し
、
こ
れ
を
》
陽
亀
深
淵
」
と
表
象
化
し
、
他
方
、
ユ
奮
フ
ラ
テ
ス
の
流

　
　
　
　
バ
ぜ
μ
並
ア
人
の
導
ぜ
ス
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
占
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入
八

を
う
け
入
れ
、
多
ぐ
の
「
海
の
幸
」
三
鵬
巴
属
を
供
給
す
る
ぺ
ぞ
シ
や
澱
を
女
性
と
み
な
し
ご
れ
を
出
騨
厳
9

（
わ
だ
っ
み
）
と
表
象
化
も
元
の
は
．
そ
の
文
化
構
成
の
窟
然
的
基
礎
を
河
と
海
と
に
依
撮
し
π
バ
ゼ

”
ニ
ア
人
に
と
っ
て
．
は
慨
然
．
の
思
惟
で
，
あ
っ
た
。
、
，
エ
ヌ
、
マ
・
エ
ヲ
シ
ュ
創
造
物
語
に
よ
る
乏
諺
℃
鈴

と
目
貯
ぎ
け
と
は
．
ユ
ー
7
ラ
プ
ス
河
（
淡
水
〉
と
ペ
ル
シ
キ
、
．
灘
（
海
水
）
と
の
表
象
で
あ
る
が
爾
者
の
本
質

は
水
ヨ
9
で
あ
る
。
済
℃
鶏
も
6
㌶
ヨ
暮
も
同
一
，
物
（
水
）
の
二
面
の
表
象
で
あ
る
。
二
者
は
二
に
し
て
一
で

あ
る
ρ
，
ざ
h
れ
ば
、
キ
ヌ
ア
エ
グ
、
シ
ユ
物
、
」
語
の
第
一
，
一
鞭
章
以
下
に
干
て
は
海
の
表
象
8
畜
生
舞
（
わ
だ
っ

み
）
の
活
動
が
三
四
化
愚
れ
て
物
語
ら
れ
て
み
る
ゆ
㌧
　
　
，
，
．
」
　
「
　
〆
，
，
ン
，
、
　
．
　
・
　
、
U

・
㌶
し
か
ち
ば
此
創
造
物
語
の
第
…
泥
章
第
四
行
目
の
9
壽
讐
易
出
勲
ヨ
9
ヨ
∬
（
3
農
箆
簿
臨
営
象
毒
「
甘
二
鋤
筥
5

，
な
る
撮
9
朝
暮
萬
・
近
め
創
造
者
」
の
厳
β
ヨ
ヨ
⊆
は
何
を
意
味
す
る
か
。
，
バ
ゼ
η
二
」
ア
の
訓
話
學
者
は
エ
．

ズ
・
了
轟
穿
シ
ュ
吻
語
の
男
子
を
書
い
淀
。
」
、
そ
の
註
騨
の
か
＼
れ
た
撰
形
泥
章
の
ご
　
部
が
大
英
博

物
館
に
所
藏
さ
れ
て
る
る
Q
そ
れ
に
よ
る
と
訓
話
學
者
は
疑
7
§
ぎ
ξ
轄
・
蒙
即
ち
．
「
警
・
営
㌶
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

聾
な
り
」
と
．
註
羅
　
．
b
て
る
る
適
「
、
，
」
二
　
」
「

い
第
四
行
目
に
於
て
用
ひ
ら
れ
た
が
如
き
目
つ
ぎ
厳
瓢
の
用
例
を
他
に
も
ど
め
る
な
ら
ば
、
エ
ヌ
了
箸

茨
グ
苓
物
語
の
第
㍊
泥
章
（
大
英
博
，
物
墓
所
藏
泥
章
記
，
號
囚
・
㎡
等
根
．
の
裏
面
三
行
目
）
に
，
は
バ
ビ
晩

シ
の
主
紳
に
し
て
天
騰
の
紳
と
．
し
て
画
光
レ
の
「
帥
」
な
る
」
窓
貯
餌
簿
ば
ヨ
自
・
藁
ρ
で
厳
離
び
㍗
欝
〔
冨
歩
”
∀
邸
ち
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『
に
9
夏
道
食
物
の
斜
造
者
」
ど
記
さ
．
れ
て
る
る
湘
，
．
ヌ
塊
少
汽
兜
ア
國
王
鷺
鴛
負
舞
凶
祉
躰
雛
錘
3
◎
い
国
一
嘘
σ

切
●
Q
）
の
碑
交
に
は
「
悟
性
を
国
鮫
ヨ
§
誉
償
び
き
冨
凱
，
（
亀
ア
去
ン
今
萬
物
の
創
造
者
）
が
國
王
に
、
峯
黛
島
§
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

（
菌
9
）
が
覗
薦
す
る
と
こ
ろ
の
賢
き
思
惟
と
》
も
に
輿
へ
π
り
。
」
と
あ
る
。

∴
以
上
畢
げ
π
用
例
に
含
ま
れ
た
導
巷
§
賃
の
真
言
ぽ
「
切
の
も
の
が
よ
っ
て
も
っ
て
創
ら
れ
る

原
素
。
原
，
形
、
原
、
理
と
理
解
騨
さ
・
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
．
ギ
ソ
シ
や
暫
身
上
の
用
語
§
§
の
作
用
を
、
な
ず

惹
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ち
澱
。
バ
ビ
μ
ニ
ァ
人
は
好
物
の
根
源
、
第
一
．
原
理
を
盤
、
換
言
せ
ば
言
葉
を

三
昧
す
る
語
鼠
§
日
ヨ
仁
で
表
現
し
た
d
　
　
隔
　
＝
，
、
」
＝
、
9
『
、
　
」
．
・
　
　
　
．
〔
．
　
魑
」
．
’
ピ
眠
・

「
し
か
ら
ば
バ
・
ビ
、
4
ニ
ア
人
は
何
故
に
牒
、
言
葉
を
も
つ
て
．
萬
物
の
根
源
、
創
造
の
原
理
を
表
現
す

る
の
用
語
と
し
．
π
で
あ
ら
う
か
9
そ
れ
は
バ
ぜ
．
，
旨
煮
ァ
　
入
．
の
宗
敏
思
想
に
依
戯
し
て
ゐ
畜
の
で

あ
る
。
　
バ
ぜ
ロ
ユ
ア
交
明
の
創
造
者
シ
遇
ソ
腰
ル
人
ω
営
昌
a
き
ω
港
そ
の
縫
承
籏
大
吉
バ
ゼ
、
μ
二
．

ア
入
も
紳
を
人
格
化
し
、
帥
の
カ
は
紳
の
口
よ
り
織
せ
ら
れ
る
言
葉
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
考
へ

π
O
．
．
紳
の
力
郎
紳
の
三
心
葉
は
，
屡
，
山
風
（
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
は
二
9
バ
ビ
質
ニ
ァ
語
で
は
ロ
ヨ
鐸
）
に
表
象
さ

れ
π
．
。
特
例
ぺ
ば
バ
ぜ
や
ニ
ァ
宗
数
の
大
本
山
ニ
ソ
ゾ
ー
川
蜜
ぴ
寛
々
崔
署
舞
の
主
紳
に
し
て
、
「
神

々
の
善
、
本
地
の
圭
％
み
エ
ン
グ
ル
国
・
自
丁
バ
ぜ
・
、
ニ
プ
人
は
．
こ
れ
を
b
ご
竃
圭
』
と
、
費
し
た
一

の
禮
葬
に
用
ひ
ら
れ
紀
．
シ
ュ
，
メ
弓
ル
語
に
て
か
、
れ
た
禮
旧
式
交
に
は
、
エ
ン
ソ
ル
の
言
葉
に
就

　
　
　
君
ビ
ロ
ニ
・
ア
人
の
ロ
ゴ
ス
凝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
九
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九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

い
て
次
の
如
く
書
か
れ
て
み
る
。

」
彼
（
エ
ン
ヲ
ル
）
の
言
葉
象
Φ
ヨ
は
エ
ク
ル
図
洋
謹
（
エ
ン
ソ
ル
の
言
挙
）
よ
り
急
ぎ
毘
で
行
く
。

ヤ
彼
の
言
葉
は
胸
深
く
造
ら
れ
た
る
大
嵐
鼠
磯
午
量
、

、
彼
の
言
葉
は
憤
怒
の
嵐
a
峯
塚
、

←、

ﾞ
の
言
葉
は
強
き
力
瓢
随
午
身
な
り
。
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
「
「
　
「
　
　
”
　
∴
・
‘

　
他
の
ユ
ン
ジ
ル
禮
拝
式
文
に
よ
れ
ば
、
ユ
ン
リ
μ
の
一
字
き
ょ
り
登
し
π
言
葉
は
地
を
掃
蕩
し
」
「
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

の
些
細
を
壊
ち
」
「
シ
ュ
メ
警
ル
、
よ
り
李
和
を
奪
ひ
㌧
入
々
は
悲
歎
に
暮
れ
だ
。
』
失
は
れ
だ
地
上
の
李

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

和
は
「
憤
怒
の
嵐
」
が
帥
の
許
に
二
つ
た
時
に
嫉
復
さ
れ
る
。

　
シ
ュ
メ
ー
ル
入
は
古
く
よ
り
法
の
源
泉
を
紳
の
言
葉
に
見
出
し
て
み
る
。
恐
ら
く
古
代
世
界

最
初
の
耐
會
改
革
藩
駆
る
、
都
市
國
家
ラ
ガ
シ
ェ
ピ
薦
器
げ
の
聖
王
ウ
ル
カ
ギ
ナ
d
7
冨
ぴ
q
二
郷
9
卜
。
。
。
鴇
翻
．

Ω
）
の
碑
文
に
は
「
ウ
ル
カ
ギ
ナ
は
彼
の
（
ラ
ガ
シ
ュ
の
主
紳
覆
μ
お
蕊
二
の
）
言
葉
窪
①
ヨ
意
を
結
集
し
だ
。
」

　
　
　
　
　
（
入
）

と
書
い
て
あ
る
。
（
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
於
け
る
最
初
の
法
典
制
定
者
は
ウ
〃
カ
ギ
ナ
と
考
へ
ら
れ
て

　
（
九
）

み
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
か
く
の
如
く
バ
ゼ
質
ニ
ァ
人
は
帥
の
言
葉
に
偉
大
な
る
能
力
を
認
め
π
Q
　
バ
ビ
ロ
ニ
ア
入
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

陸
物
の
根
源
、
創
造
・
の
原
理
を
表
現
す
る
に
盤
、
言
葉
を
調
薬
す
る
淫
心
溜
塗
瓢
な
る
語
を
用
ひ
た
の
は
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上
述
の
如
き
理
御
田
に
よ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
語
の
コ
ヨ
§
ゴ
信
「
聾
」
と
遅
霜
づ
訂
風
」
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
○
）

間
に
は
言
語
學
上
の
關
係
さ
へ
考
へ
ら
れ
る
の
で
み
る
。

㍍
§
賃
讐
轟
轟
は
叉
こ
れ
が
び
謬
ヨ
ヨ
望
診
「
参
院
し
、
「
ア
カ
デ
ミ
ァ
」
と
用
ひ
ら
れ
る
と
き
、
知
識
、
學
問
の
意
を

　
ハ
ニ
）

も
つ
。

　
バ
ピ
声
調
ア
に
於
け
る
天
地
の
創
造
は
円
㌶
営
舞
と
訓
辞
穿
犀
と
の
闘
箏
の
結
果
と
し
て
行
は
れ
て

る
る
ρ
実
に
吾
輩
に
そ
の
物
語
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
浮
霊
夢
目
ρ
ヨ
暮
等
は
新
し
く
造
ら
れ
た
》
霧
審
び

濱
路
彗
等
の
面
々
を
滅
さ
ん
と
欲
し
た
。
薔
秩
序
と
勅
秩
序
と
の
闘
爾
の
原
因
は
相
入
れ
ざ
る

道
人
勢
貯
に
あ
っ
た
。
蕪
秩
序
の
代
表
者
出
婁
“
簿
は
新
生
の
紳
と
の
戦
闘
の
職
士
と
し
て
十
一
個

口
の
怪
物
を
つ
く
り
戦
備
を
と
、
の
へ
た
。
智
慧
の
紳
は
こ
の
陰
謀
を
探
知
す
る
や
そ
の
父
浴
ご
窪
鍵

に
告
げ
だ
。
し
か
し
天
界
》
雲
も
窪
も
日
㌶
語
縛
に
醤
す
る
勝
算
は
な
か
つ
π
。
光
の
紳
鑓
鴛
鳥
鼻
の

み
が
出
即
§
9
と
の
決
戦
を
志
願
し
た
。
　
し
か
し
彼
の
戦
勝
後
の
行
賞
と
し
て
運
命
墜
葺
合
の
決
定

罐
を
要
求
し
た
。
（
以
上
第
二
泥
章
）
。
こ
、
に
於
・
て
疹
蕊
げ
鎚
は
使
潜
を
涙
し
て
，
同
聾
帯
説
雌
及
8
簿
窟
ヨ
碧
爾

棘
に
冒
騨
診
碧
の
謀
叛
の
計
書
と
題
霧
無
爵
の
申
出
と
を
通
達
し
だ
。
ご
柱
の
紳
は
喜
々
の
會
議
を
開

き
、
試
契
儀
轟
の
志
願
を
受
諾
し
、
彼
の
出
陣
を
漏
す
る
だ
め
盛
大
な
る
宴
を
張
っ
た
。
　
（
以
上
第
三
泥

章
）
Q
騨
々
の
代
理
者
§
賃
蔓
び
q
M
ヨ
剛
建
警
量
マ
ル
ヅ
ソ
ク
は
右
手
に
「
炎
の
業
」
菩
鳳
多
と
綱
。
・
磐
ρ
毎
と
を
携

　
　
　
　
バ
ぜ
捻
ニ
ア
入
の
鷲
ゴ
ス
擬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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二

べ
’
、
「
嵐
ち
三
冠
と
総
ぜ
一
ら
る
、
弓
『
矢
、
簸
．
で
甲
装
さ
れ
た
四
頭
馬
の
戦
車
に
打
乗
わ
、
．
属
島
の
風
を
從
へ

て
・
出
陣
し
た
。
，
彼
は
ラ
ィ
，
ア
マ
、
婁
ド
と
一
騎
打
の
勝
負
を
行
ひ
、
有
っ
た
る
綱
を
ク
ロ
ア
マ
．
1
1
〔
ト

に
か
ぶ
せ
．
喝
、
刺
し
」
そ
め
ぺ
咽
喉
に
風
を
．
吹
、
き
込
み
、
矢
．
を
腹
車
に
打
込
み
、
引
倒
し
、
死
禮
の
上
に
突
立

ち
上
つ
だ
Q
「
か
く
で
、
マ
以
ヅ
ッ
グ
は
ニ
グ
零
ア
マ
」
ト
の
配
下
の
十
｝
の
怪
物
を
綱
を
も
グ
，
て
捕

縛
し
、
7
イ
ナ
．
勺
一
「
下
め
愛
人
屠
葺
ぴ
q
億
よ
り
「
蓮
命
の
板
客
言
蛮
鼓
島
を
分
蒲
り
、
己
．
の
胞
問
に
吊
し
π
o
、

し
か
る
後
マ
ル
ヅ
身
「
グ
は
グ
ィ
ァ
マ
ー
ト
め
死
膣
を
．
魚
の
如
く
二
つ
に
．
裂
き
、
そ
．
れ
を
も
っ
て
天

地
を
邉
つ
た
。
（
第
四
泥
章
）
第
五
泥
章
に
於
て
に
天
騰
の
耳
輪
星
辰
の
創
造
が
物
譜
ら
れ
、
第
六
泥

章
に
七
は
地
上
－
め
入
類
を
始
あ
一
切
生
物
の
創
造
が
逓
べ
ら
れ
、
最
後
西
第
七
絃
索
に
於
て
ば
殊

勲
者
，
マ
ル
ヅ
勘
ク
の
功
績
が
物
語
ら
れ
て
み
る
。
、
’

こ
以
上
は
エ
」
函
．
了
エ
ソ
シ
ュ
創
造
物
語
の
荒
筋
で
あ
る
が
、
兎
に
角
く
隔
萬
物
の
創
造
者
．
3
焼
営
ヨ
⊆
な

る
兵
雀
ア
℃
t
｝
ば
上
述
の
如
く
、
マ
ル
ヅ
ソ
」
ク
と
の
闘
孚
鮨
に
・
敗
北
し
、
そ
の
身
を
殺
し
て
、
萬
耽
の

創
造
者
乏
し
て
の
役
目
を
果
し
だ
の
で
あ
っ
た
。
物
語
は
素
朴
．
的
に
プ
ィ
ァ
マ
ー
ト
の
身
禮
が

二
分
さ
れ
て
天
地
が
創
造
、
さ
れ
た
と
語
っ
て
み
ろ
。
　
バ
ビ
p
ニ
ァ
人
の
天
地
閉
両
説
の
，
重
要
な

意
義
は
、
謡
物
の
創
造
は
闘
争
を
通
し
て
行
は
れ
た
と
い
ふ
黙
に
あ
る
。
非
思
索
的
非
形
而
上
學

的
人
民
で
あ
っ
た
バ
ビ
η
ニ
ァ
人
は
「
庶
事
は
謡
物
「
の
父
な
互
礼
物
の
王
な
り
。
」
と
か
「
萬
．
物
は
爾
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（
＝
一
）

ひ
に
よ
っ
て
生
す
芝
ヘ
ラ
ク
レ
イ
塾
ス
の
言
ひ
し
如
く
に
、
闘
乱
を
ジ
ャ
ス
テ
ィ
フ
ァ
イ
し
な
か

つ
π
け
れ
ど
も
、
彼
等
の
コ
ス
モ
ゴ
ニ
ー
の
う
ち
に
此
思
想
が
含
蓄
さ
れ
て
る
る
こ
と
は
見
逃
せ

な
い
。
諸
民
族
諸
三
民
を
征
服
し
て
数
度
西
方
亜
細
亜
に
大
帝
國
を
創
立
し
だ
バ
ゼ
　
ロ
ニ
ア
人
、

ア
ッ
ス
ソ
ア
入
は
1
殊
に
後
者
は
国
窪
嵩
ヒ
ご
Φ
護
も
言
っ
て
る
如
く
、
十
二
の
π
め
の
闘
乱
，
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
）

も
っ
て
最
大
快
事
と
し
π
好
戦
國
民
だ
っ
沈
。
－
こ
の
思
想
の
完
全
な
實
導
者
具
現
者
で
あ
っ

た
。

「
上
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
甚
だ
素
朴
的
で
は
あ
る
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
入
の
思
想
中
に
、
創
造
の

原
理
と
し
て
の
ロ
ゴ
ス
ー
バ
ピ
ロ
ニ
ァ
入
に
は
ヨ
⊆
ヨ
ヨ
q
…
の
擬
念
が
存
在
し
、
そ
れ
が
萬
物

の
根
源
と
し
て
の
水
と
も
同
一
視
さ
れ
て
る
る
こ
と
、
而
し
て
創
造
の
原
理
と
し
て
の
ヨ
。
ヨ
ヨ
麟
の

本
丁
の
語
義
は
ギ
ソ
シ
ャ
語
の
ロ
ゴ
ス
の
場
合
と
同
様
に
聲
、
言
葉
、
語
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
π
。

　
　
（
一
）
》
H
o
器
量
羨
》
巳
お
O
｝
自
目
＄
3
鐸
魯
二
日
鋏
。
ご
σ
q
ζ
o
励
昏
。
≧
蚤
Φ
剛
活
函
瀞
。
・
∬
国
謬
9
9
曜
日
鑓
”
雲
門
9
益
。
箒
出
門
目
》
＜
o
劉
H
’
㌻
目
驚
●

　
　
（
一
～
）
囚
〇
三
蕊
9
陀
年
ぎ
ぎ
国
げ
｝
6
鋒
。
♂
劉
島
鶴
炉
ω
．
囮
Q
c
ひ
・

　
　
（
三
）
ρ
籠
臨
3
「
二
二
。
碁
も
。
鳴
δ
ヨ
ゆ
魯
覧
〇
三
§
↓
簿
営
Φ
一
切
ぎ
二
お
ご
つ
触
懸
路
鼠
轟
。
§
デ
＜
o
ピ
麟
自
♂
ω
．
博
烏
．
器
く
嫡
δ
「

　
　
（
四
）
国
。
蜜
霧
。
げ
纂
昏
国
己
切
恥
員
㌍
Q
り
同
o
o
◎

　
　
（
五
）
ω
●
押
§
σ
q
似
。
ジ
9
飼
ぎ
。
臨
碧
”
廷
切
替
覧
g
…
署
男
。
・
”
ぎ
ψ
”
男
弩
訪
ち
0
9
や
罵
．

　
　
（
A
、
」
ノ
）
　
｝
O
離
「
冨
簿
一
Q
町
ズ
O
罵
”
一
〉
獣
9
一
一
〇
も
り
O
O
…
聾
密
w
M
ゆ
圃
Q
Q
騙
℃
・
心
轟
畝
l
l
ひ

　
　
（
占
）
同
げ
…
9
℃
・
竃
圃
・

　
　
　
バ
ぜ
ロ
エ
ア
人
の
ロ
ゴ
ス
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
三
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哲
学
研
究
　
第
百
九
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
圏

（
八
）
　
ウ
〃
カ
ギ
ナ
の
瓢
錐
碑
丈
瀦
の
O
o
評
宗
門
製
ミ
i
㎞
◎
◎
．
知
辺
ル
ー
ブ
ル
博
物
館
所
管

（
九
）
　
9
厳
げ
監
α
。
・
を
益
。
馨
頃
韓
○
曇
く
。
】
・
押
ワ
ω
c
。
メ

（一

Z
）
　
聖
者
の
語
根
と
し
て
ヨ
瓢
「
水
」
が
考
へ
ら
れ
ろ
。
H
費
壱
f
団
旨
回
8
等
の
ア
ソ
ス
璽
す
ロ
ヂ
ス
ト
に
碁
F
§
§
鐸
た
諺
二
の
重
複
し
乳
も
の
と
解

　
　
羅
し
て
み
ろ
。
窺
蕊
甲
》
ヨ
。
ぎ
掛
綾
饗
剛
巴
塁
置
9
巳
巨
ぞ
黛
鐸
ぴ
一
白
ご
ω
・
い
褒
誉
照

（
コ
）
鴇
蕊
。
・
－
》
毎
。
嘗
。
℃
・
簿
・
唱
・
“
い
ρ

（
三
）
　
波
多
野
勝
一
博
士
、
酉
洋
宗
歌
患
想
更
改
訂
版
、
五
五
二
頁

（一

O
）
目
…
U
o
【
ぞ
○
淫
ρ
蜜
。
伍
。
℃
o
ぎ
鉱
2
b
9
氏
。
影
お
戯
・
ワ
乱
舘
｝
い
b
ゴ
。
塁
の
序
文

　
　
　
　
　
　
　
三

　
最
後
に
バ
ビ
ロ
エ
ァ
の
ロ
ゴ
ス
思
想
と
イ
ォ
ニ
ァ
學
派
の
頑
タ
レ
ス
の
原
的
物
質
論
及
ヘ
ラ

ク
ン
イ
ト
ス
の
ロ
ゴ
メ
槻
と
の
風
習
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
見
比
い
。
し
か
し
何
等
爾
者
の

依
属
高
義
を
謹
明
す
べ
き
積
極
的
な
吏
料
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
淀
“
一
個
の
憶
説
を

提
出
す
る
に
過
ぎ
な
い
O
　
　
　
　
　
　
．
、
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
「
．

’
ギ
リ
シ
ャ
七
賢
入
の
嚇
人
と
寵
せ
ら
る
、
，
小
亜
細
亜
イ
オ
ニ
ア
地
方
の
．
黛
レ
ト
メ
出
身
の
タ

　
レ
ス
円
ぴ
鉱
甥
（
6
野
9
0
一
訟
○
ゆ
・
ρ
）
は
著
…
遽
を
書
き
残
さ
な
か
つ
だ
が
、
彼
が
水
を
騰
e
、
を
萬
物
の
根

「
源
暑
×
営
と
考
へ
た
こ
と
は
他
の
哲
學
者
に
よ
っ
て
傳
へ
ら
れ
て
る
る
。
し
か
し
何
故
彼
が
水
を

略
っ
て
原
的
物
質
「
乏
考
へ
た
か
の
理
由
に
就
い
て
厭
何
等
知
る
ま
し
庵
謡
い
。
ア
ヲ
ス
ト
テ
レ
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念
）

ス
で
さ
ヘ
タ
レ
ス
の
水
根
源
説
に
就
い
、
て
は
彼
驚
身
の
推
測
を
述
べ
て
み
る
に
過
ぎ
な
い
程
で
、

タ
ン
ス
に
關
す
る
知
識
は
古
代
に
於
て
も
ま
こ
と
に
貧
溺
で
あ
っ
だ
。
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
は
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

レ
ス
は
「
第
一
の
天
文
學
者
な
う
」
項
葛
♂
の
象
ミ
聴
ソ
3
ふ
q
§
と
傳
へ
て
る
る
。
タ
レ
ス
の
神
島
は
フ
ェ
騨
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

キ
ァ
出
身
と
傳
へ
ら
れ
て
る
る
が
，
血
忌
H
身
も
西
紀
三
継
娘
世
紀
末
頃
に
エ
ヂ
プ
ト
・
カ
ル
デ
ア
（
バ
ビ

p
ニ
ァ
）
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
等
の
東
洋
諸
國
を
譲
酸
し
π
と
も
傳
へ
ら
れ
て
る
る
。
も
し
彼
の
東
洋
放

行
が
事
實
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ち
ば
、
タ
レ
ス
は
そ
の
東
洋
先
進
文
明
國
前
行
の
洋
行
土
産
と
し

て
バ
ビ
窟
ユ
ァ
の
水
根
論
説
と
天
丈
學
と
を
携
へ
二
つ
泥
で
あ
ら
う
。
こ
の
推
定
は
、
ア
ラ
ス
ト

ク
レ
ス
が
彼
宮
身
の
臆
説
を
立
て
し
意
昧
に
於
て
、
、
「
個
の
臆
説
と
し
て
可
能
で
あ
ら
う
。

　
へ
，
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
に
於
て
は
流
物
の
根
源
は
火
§
砦
と
考
へ
ら
れ
、
そ
れ
は
鷲
ゴ
ス
ン
。
く
9
と
同

一
競
さ
れ
て
る
る
Q
ギ
リ
シ
ャ
の
資
料
に
よ
っ
て
は
ロ
ゴ
ス
な
る
語
が
何
故
ヘ
ラ
ク
ン
イ
ト
ス

に
よ
っ
て
原
麗
と
い
ふ
二
二
を
三
二
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
の
理
歯
に
就
い
て
説
明
す
る
こ

乏
は
出
來
な
い
。
し
か
る
に
上
述
せ
し
如
く
バ
ビ
・
質
ニ
ア
に
於
て
は
ヨ
∬
巳
ヨ
鐸
と
い
ふ
盤
、
言
葉
と

云
ふ
意
味
を
有
つ
語
が
原
理
の
義
に
用
ひ
ら
れ
起
。

、
」
次
に
ヘ
ラ
ク
ン
イ
ト
ス
の
コ
ス
屯
ゴ
晶
一
観
を
見
る
要
が
あ
る
。
彼
は
火
を
萬
物
の
根
源
と

　
　
　
　
　
（
五
）

考
へ
て
る
る
が
火
そ
の
も
の
は
天
地
創
造
の
直
接
の
罵
言
と
は
な
っ
て
み
な
い
。
火
と
天
地
と

　
　
　
バ
ビ
ロ
エ
ア
人
の
ロ
ゴ
ス
灘
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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諏
誓
墨
・
冊
隣
究
　
　
第
胃
［
九
よ
1
三
鮪
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
山
ハ

は
海
を
媒
介
と
し
て
間
接
の
關
係
に
あ
る
Q
邸
ち
彼
は
「
火
の
暴
動
は
第
一
に
海
一
海
の
宇
分
が
地
、

他
の
宇
分
が
天
室
i
直
鐸
は
嵐
雨
き
q
↓
曽
」
と
な
つ
π
」
「
海
は
ロ
ゴ
ス
そ
れ
遍
身
に
從
っ
て
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

め
ら
れ
、
形
成
さ
れ
た
、
地
が
成
生
さ
れ
た
先
に
」
乏
述
べ
て
み
る
。
彼
は
天
地
構
成
の
直
接
の
起
源

を
海
ミ
ζ
q
§
と
考
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
此
事
は
早
ぐ
ク
レ
メ
ヅ
ス
Ω
Φ
糞
⑦
霧
。
出
乏
①
〆
鴛
費
寅
（
○
欝
剛
q
o

一
』
占
跨
・
U
9
）
へ
認
め
て
み
る
。
師
ち
ク
ン
メ
ン
ス
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
下
ス
は
「
天
地
構
成
の
．
種
子
」
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

野
も
養
忌
り
。
。
h
§
。
q
§
象
§
を
海
建
ソ
§
魯
乏
名
づ
け
π
と
述
べ
て
み
る
。
　
ヘ
ラ
ク
シ
イ
ト
ス
が
火
よ

う
直
接
で
は
な
く
、
海
よ
り
天
地
が
構
成
さ
れ
だ
と
考
へ
露
助
に
層
注
意
す
一
る
の
」
要
r
．
が
あ
る
。
既
述

の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
エ
ヌ
了
エ
リ
シ
ュ
側
造
物
語
の
第
四
玉
章
に
於
け
る
天
地
創
造
は
、
光
の
紳
マ

ル
ヅ
シ
ク
が
テ
ィ
ァ
マ
ー
ト
（
海
）
を
二
分
し
て
天
と
地
と
を
造
っ
て
み
る
ρ
こ
れ
に
減
て
も
天
地

構
成
の
起
源
は
海
で
あ
る
。
層
バ
ピ
認
ニ
ァ
入
の
コ
ス
．
モ
、
．
ゴ
ニ
、
竃
槻
と
ベ
ヲ
ク
レ
イ
予
ス
の
そ
れ

と
の
間
に
は
」
そ
の
根
本
に
於
て
密
接
な
ア
ナ
ロ
ジ
膏
が
存
在
し
て
み
る
○

、
」
翻
っ
て
・
へ
・
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
一
生
を
爾
紀
前
約
五
「
○
通
四
五
〇
年
と
す
れ
・
ば
、
彼
の
生
涯
は

か
の
有
名
な
ぺ
川
シ
や
戦
役
（
五
〇
〇
一
四
四
九
切
●
Ω
）
乏
年
代
を
同
う
し
、
ペ
ル
シ
ヤ
軍
隊
と
、
も

に
ペ
ル
シ
ギ
、
バ
ゼ
劇
論
ア
等
の
東
方
文
物
が
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ふ
ス
の
郷
市
エ
フ
属
ツ
ス
を
始
め
小

亜
に
於
け
る
ギ
ヲ
シ
や
植
民
都
市
は
言
ふ
に
及
ば
す
、
ギ
ソ
シ
や
本
土
に
迄
も
移
入
も
π
詩
代
で
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あ
っ
た
。
か
、
る
新
時
代
に
生
活
し
π
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
は
民
主
々
義
を
心
か
ら
嫌
つ
だ
濁
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
）

的
な
貴
族
主
義
者
で
あ
っ
淀
か
ら
貴
族
的
毒
蛇
的
傾
向
を
も
つ
π
東
方
文
化
は
彼
の
趣
昧
に
合

し
た
も
の
で
あ
っ
だ
ら
う
。
東
方
文
化
中
た
ま
ー
バ
ゼ
ロ
エ
ァ
の
饗
ゴ
ス
思
想
を
知
る
に
及

ん
で
、
こ
れ
を
墾
考
モ
デ
ル
と
し
、
富
鉱
を
重
ん
じ
た
彼
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
彼
燭
良
の
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

解
を
織
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
の
、
換
言
す
れ
ば
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
貿
ゴ
ス
槻
の
形
式
に
濁
創
的
な
彼
宮

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

身
の
思
想
内
容
を
も
つ
だ
と
こ
ろ
の
質
ゴ
ス
思
想
を
作
り
上
げ
だ
で
あ
ら
う
と
の
推
定
は
N
臆

説
と
し
て
可
能
で
は
あ
る
ま
い
か
。
而
し
て
ロ
ゴ
ス
槻
と
關
面
し
て
、
既
述
の
バ
ゼ
質
ニ
ァ
の
コ

ス
モ
ゴ
エ
ー
に
現
は
れ
π
る
圏
孚
思
想
と
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
に
於
て
重
要
思
想
を
な
す
門
萬
物
は

翻
孚
に
よ
っ
て
生
す
」
の
思
想
と
の
問
に
、
叉
上
述
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
入
の
コ
ス
モ
ゴ
ユ
達
観
と
ヘ
ラ

ク
レ
イ
ト
ス
の
そ
れ
と
の
問
に
．
根
本
的
に
一
致
す
る
ア
ナ
質
ジ
ー
の
存
在
す
る
こ
と
は
、
こ
の
推

定
の
可
能
の
プ
買
バ
ビ
リ
チ
ー
を
重
面
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
の
恩
師
、
牛
津
大
學

の
ア
ソ
ス
ソ
ァ
學
敷
藁
ラ
ソ
グ
ド
ン
ψ
同
藁
薦
無
9
先
生
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
質
ゴ
ス
思
想
は
イ
オ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

ア
學
派
の
そ
れ
に
直
接
か
或
は
間
接
的
に
か
影
響
を
與
へ
た
と
の
説
を
立
て
ら
れ
て
み
る
。
筆

者
も
心
隔
臆
説
と
し
て
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
質
ゴ
ス
観
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
そ
れ
の
原
型
説
を
主

張
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
バ
ぜ
ロ
ニ
ア
人
の
ロ
ゴ
ス
獅
晒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
九
七
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哲
畢
醗
究
第
百
九
十
三
號

識
（
　
）
N
O
鵠
㊦
さ
O
℃
り
。
導
ω
ψ
い
σ
瞬
1
い
篭

　
（
二
）
　
U
一
〇
嗣
》
ぎ
］
）
一
〇
局
戦
露
ヨ
9
尉
8
山
巽
く
◎
謎
。
ぎ
翼
辞
㊦
さ
翻
9
ど
b
ゴ
亀
饗
触
薦
諺
O
｝
暴
ω
Q
。
禽

　
（
三
）
N
「
a
臨
2
．
b
o
ワ
息
2
し
。
・
膿
心
亀

　
（
閥
）
㎞
瓢
（
扁
こ
も
∩
．
い
隣
ρ

　
（
五
）
d
ぎ
鑓
『
o
掌
O
M
2
彰
舅
露
卿
ω
9

　
（
編
ハ
）
　
㎞
び
M
瓢
；
ω
評

　
（
七
）
O
削
。
剛
影
Φ
露
3
ω
脅
O
博
｝
缶
欝
り
く
噸
瞬
O
曾
貯
㎏
）
…
o
齪
一
3
0
掌
息
ρ
ω
r

　
（
八
）
　
波
多
野
薄
士
、
蘭
禺
書
、
一
三
入
質

　
（
九
）
噛
9
毒
巴
。
、
舛
。
審
｛
》
ω
凶
㌍
脅
◎
。
。
。
凹
g
ざ
く
。
陶
．
い
●
ワ
7
ホ
い
一
・
奪
O
●

九
入

P


